の はいって いる 五卷が ある。 自分 は その 一 冊 を 紫檀の 

机の 上へ 開いて、 静かに 始めから 読んで いた。 

むろん そこに は、 いやみ や 涙が あった。 いや、 詠歎 

そのもの さえ も、 すでに 時代と 交渉が なくなつ ていた 

と 言っても さしつかえない。 が、 それ にもかかわらず、 

あの 「わが 袖の 記」 の 文章の 中には どこか 樗牛 という 

ましつ-. 5- つ 

人間 を 彷彿させる ものが あった。 そうして その 人間 は、 

うよき よくせ つ 

迂余 曲折 をき わめた しちめんどうな 辞 句の 間に、 や は 

リ 人間ら しく 苦しんだり もがいたり していた。 だから 

樗牛 は、 うそつきだった わけで もなん でもない。 ただ 

中学生だった 自分の 眼が、 この 樗 牛の 裸の 姿 をつ かま 



えそくな つた だけで ある。 自分 は樗 牛の 慟哭に は 微笑 

と いき 

した。 が、 その もっとも かすかな 吐息に は、 幾度 も 同 

情せ ずに いられなかった。 —— 日 は 遠く 海の 上 を 照し 

ぎんでい な 

ている。 海 は 銀泥 をた たえた ように、 広々 と ffl ぎつ く 

して、 息をする ほどの 波 さえ 見えない。 その 日と 海と 

を ながめながら、 樗牛は 砂の 上に うずくまって、 生と 

いう こと を 考える。 死と いう こと を 考える。 あるいは 

また 芸術と いう こと を 考える。 が、 樗 牛の 思索 は 移つ 

ていっても、 周囲の 景物に はさら に 変化ら しい 変化が 

なんそう 

ない。 暖かい 砂の 上に は、 やはり 船が 何艘も 眠って い 

る。 さっきから 倦まずに その 下 を 飛んで いるの は、 お 
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